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論 文 内 容 の 要 旨 
 
 『太平記』が描き出すのは、鎌倉末期から南北朝期にかけて、およそ五十年にもわたって続いた戦
乱の時代である。この未曾有の動乱を、『太平記』はいかなる構想のもと叙述しているのか。本論は、
従来独立性が高いと目されてきた巻三十五「北野通夜物語」の分析を端緒として、この問題に迫ろう
とするものである。 
 本論の構成は以下の通り。 
序章ではこれまでの研究史を概観し、『太平記』の構想を探る余地と意義を論じた。第一章では、
「北野通夜物語」の舞台設定や物語の聞き手といった、従来等閑視されてきた要素から、本章段と後
醍醐の怨霊との関わりを探った。その上で第二章では、「北野通夜物語」以降の展開の検討によって、
本章段は、幼君義満が将軍となる『太平記』大尾記事と構想上連動すると指摘した。 
第三章では、後醍醐の側近万里小路藤房の諫言を手掛かりに、藤房の存在と『太平記』第三部で描
かれる武家優位の世との交渉を示した。さらに、「北野通夜物語」で中国の説話を語る雲客が藤房を
強く想起させるよう造型されていることから、本章段が武家優位の世に相応しく、周到な計算のもと
配置されていることを明らかにした。続く第四章では、「北野通夜物語」で天竺の説話を語る法師が
見せる独特な情勢認識に着眼し、これが『太平記』における公武を対比する記事群と連動しているこ
とを指摘した。 
第五章では、『太平記』が執権北条氏の土地政策に特別な関心を寄せている事実から、大尾記事の
構想を第二章とは異なる角度から検討した。すなわち、第四章で論じた公武を対比する記事群の後、
これとは対極の政治を目指す細川頼之が管領に就任するという構想を浮き彫りにした。さらに第六章
では、巻三十四「吉野御廟神霊事」で後醍醐の怨霊発動を期待する上北面の言葉を分析し、後醍醐の
霊の存在は、幼君義満の登場だけでなく、公武を対比する記事群、および大尾の頼之管領就任とも連
動していると論じた。 
以上、従来の研究では閑却されてきた要素に着眼することによって、『太平記』は、後醍醐の霊が
将軍義満・管領頼之という幕府の新体制を導く構想を持つと結論づけた。終章では、本論で述べた構
想論が今後いかなる問題へと波及していくか、その展望について述べた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
『太平記』巻三十五「北野通夜物語」は、京都北野社の通夜の場において、遁世者、雲客、法師の
三人が、和漢天竺の説話を語って混沌とした時勢を批評するという対話形式の物語であるが、歴史叙
述の書である『太平記』にあっては珍しく、全体が虚構であることが明らかな特異な章段である。本
論文は、この「北野通夜物語」こそ『太平記』の構想を読み解く鍵であると見定め、一見、雑然とし
た作品叙述の中に潜む構想に関わる文脈を丹念に掘り起こし、作品の主として後半部における一貫し
た構想の存在を実証的に明らかにしようとしたものである。 
 第一章および第二章は、「北野通夜物語」の作品構想におけるいわば「冥」の側面を照射する。こ
こでは、当該物語を含む作品の終結部付近に後醍醐の怨霊を中核に据えた一貫した構想が存在するこ
とを指摘した点に高い価値が認められる。 
 一方、第三章から第五章にかけては、「北野通夜物語」の作品構想における「顕」の側面を明らか
にする。第三章および第四章では、「北野通夜物語」が作品の公武対比による政道批判の構想と密接
に関わる様相を考察し、第五章では、前二章で分析された政道批判が、実は北条氏の土地政策の問題
と不可分の関係にあることを指摘、作品大尾の細川管領就任記事もそうした政道批判と土地政策をめ
ぐる大きな構想に連なるものであることを明らかにした点に重要な意義が認められる。 
 そして第六章では、後醍醐怨霊記事と政道批判記事、細川管領就任記事の分析を基軸に、第一章・
第二章で明らかにした「冥」の世界の構想と、第三章から第五章にかけて分析した「顕」の世界の構
想との結節点を見出し、「冥」「顕」両世界にまたがる構想の存在を明らかにした点が評価される。 
総じて本論文は、『太平記』という作品が、公武のせめぎ合う「顕」の世界の背後に後醍醐怨霊や
北野天神が支配する「冥」の世界が存在するという中世的世界観を背景に成立しているとの認識のも
と、「顕」の世界から「冥」の世界への働きかけと、「冥」の世界から「顕」の世界への力の行使とい
う相互の動きの中に、一貫して存在する構想の存在を見出したものであり、中世人の視点に寄り添う
ことによって従来の『太平記』構想論を大きく前進させた点において高く評価できるものである。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
 
